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■ 学会長 大宮 裕樹 （KKR 札幌医療センター） 

■ 学会事務局長 加藤 敏史 （石狩病院） 

■ 会 期 2017 年 11 月 19 日（日） 

■ 主 催 公益社団法人北海道臨床工学技士会 

■ 受付開始 8:45 ～ 

■ 開 演 9:10 ～ 

■ 会 場 
北海道大学 学術交流会館 

札幌市北区北 8 条西 5 丁目  JR 札幌駅から徒歩 8 分 

■ 参加費 
正会員：\4,000 賛助会員：\4,000 非会員：\6,000  

学生：\1,000 

 
 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース 
No.137  

ホームページ  http://hcea.umin.ac.jp 

事務局へのお問い合わせは上記 Homepage お問い合わせフォームより 

発行人：大宮 裕樹 

〒062-0931 

北海道札幌市豊平区平岸 1 条 6 丁目 3-40 

KKR 札幌医療センター 

  診療技術部 臨床工学科 

  TEL  011-822-1811 
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平成 29 年 11 月 19 日(日)第 28 回北海道臨床工学会が開催されます。 

会員皆様の日常業務及び創意工夫、研究など多数の演題発表をお願い申し上げます。 

また、参加を予定されている方や関係者の皆様におかれましては、内容変更や確定事項が

あるごとに「公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホームページ」を随時更新いたしますの

でご確認下さい。  

時節柄、御多忙のことと存じますが多数の参加をお願い申し上げます。 

 

http://www.sora-scc.jp/
http://www.sora-scc.jp/
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北海道臨床工学会へ参加される皆様へ 

◆ ◆ ◆  発表者の皆様へご案内 ◆ ◆ ◆   

 

■ポスター発表はありません。すべて口演とな

りますのでポスターで登録された方も必ず

USB でデータをお持ち下さい。  

■ご発表頂きます時間の少なくとも 30 分前ま

でに必ず会場受付にお越し下さい。試写と通

過確認を致します。ファイルが開かないなど

のトラブルを考え早めにお越し下さい。 

 ★PC 持ち込みの方も必ず事前に受付を済ませ

て下さい。  

■一般演題発表者は発表予定時間 10 分前には

次演者席にご着席下さい。  

■一般演題の口演時間、討論時間は演題数によ

って調整します。（前年度は口演 6 分、質疑応

答2分 両方とも長くなることはありません）   

■一般演題発表中、5 分で 1 回、6 分で 2 回のチ

ャイムを鳴らしてタイムリミットであること

をお知らせします。 

■発表中のスライド操作は発表者に行って頂き

ます。音声の利用はできません。  

■発表データファイルを保存した USB メモリ

をご持参下さい。USB メモリは、突然認識し

なくなるなどのトラブルがありますので、バ

ックアップの USB メモリも準備しておくこ

とを強く推奨致します。 

■事務局にてご用意しておりますパソコン

（Windows）には PowerPoint 2010 以上の

Version をインストールしております。上記環

境にて正常に作動するデータのご用意をお願

い致します。対応ソフトは Windows 版

Microsoft の Power Point のみです。 

■Macintosh で作成したファイルは Windows

で動作確認をしてからお持ち下さい。  

■動画は可としますが、事務局で用意する PC

に動画再生に必要な Video codec が Install さ

れていないなど、再生できないことが多々あ

りますのでご自分の PC を持参して下さい。  

■ファイルの修正は PC 受付コーナーで対応で

きるようにします。 

 

◆ ◆ ◆  座長の皆様へご案内  ◆ ◆ ◆   

 

■座長の皆様は、ご担当セッション開始 30 分前ま

でに「総合受付」に到着の旨をお知らせ下さい。

担当セッション開始 10 分前には次座長席へご

着席下さい。  

■担当セッションは必ず時間内に終了するよう格

段のご配慮をお願い致します。 

◆ ◆ ◆討論、質疑応答でのお願い◆ ◆ ◆  

  

■質問は所属・氏名を述べたのち要点のみを簡

潔に発言し、限られた時間内で有意義な討論

ができるようご配慮下さい。 

  

 

（重要!!）演者の皆様へ  
投稿原稿提出についてのお願い 

公益社団法人 北海道臨床工学技士会  

広報委員会 

  

今回、発表される一般演題を会誌に掲載いた

します。掲載を希望される方で、学会当日に投

稿原稿を提出されない方は、「投稿・執筆規定」

に従い、下記の期日までに必ず投稿原稿を提出

して下さい。提出は郵送でもメールでも受け付

けます。  

編集用に用意しているパソコン(Windows)に

は、MicrosoftのWord2010とPower Point2010

に対応できるようにしています。原稿はWord、

図表にはPowerPointを用い、上記環境にて正常

に動作するデータでお送り下さい。また、図表

は白黒に修正してからお送り下さい。  

なお、公益社団法人北海道臨床工学技士会会

誌は現在ISSN登録となっています。今回発表さ

れる内容を他学会にて全く同じ内容で論文投稿

の予定がある場合は二重投稿とみなされますの

で、注意をお願いいたします。  

 

記 

 

締め切り期日：2018年1月12日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone ：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail : f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

 

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記

まで連絡をお願いいたします。  
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1. 北海道臨床工学技士会会誌では、研究論文、

研究速報、症例報告など、他誌に未発表の原

稿を掲載します。  

2. 投稿は北海道臨床工学技士会会員とします。  

3. 北海道臨床工学技士会会誌へ掲載されたす

べての論文の著作権は、本会に帰属します。 

4. 原稿提出の基本  

1）原稿の大きさはA4判（縦使用）横組み、パ

ソコンにて、1行40字×40行（1600字）にして

ください。  

 ・日本語の通常字体にはMS P明朝、太字に

はMS Pゴシックを用いる。また、英文の通

常字体にはTimes New Roman、太字には

Arialを用いる。ほか、題名は14Pとし、本

文は10.5Pとする。単位は、国際単位系（SI）

を使用する。 

2) 図表はA4用紙に図表だけをプリントアウ

トした物を提出してください。  

3)原稿枚数は規定しませんが、図表の合計は

10点以内を目安にしてください。  

4)図表を含めた提出原稿は、原本の他にコピ

ーを添付してください。  

5)提出原稿は、プリントアウトしたもの1部と

CD-RまたはDVD-R（Windowsのフォーマ

ットでワード文かテキストファイルで保

存）を添付してください。なお、提出して

頂いたメディアは返却致しません。  

5. 投稿原稿の採否は、編集会議で討議し決定し

ます。また、編集規定に従い原稿の加筆・訂正・

削除などをお願いする場合があります。 

6. 原稿執筆の順序  

1) 研究論文、研究速報および症例報告の記載

は以下の様にして下さい。  

1. 緒言 （はじめに、まえがき）  

2. 研究方法 （対象、症例、方法）  

3. 研究結果 （結果）  

4. 考察  

5. 結論 （結語、まとめ、おわりに） 

 利益相反 

 参考文献 

北海道臨床工学技士会 
投稿・執筆規定 

 

2)見だし番号は以下の様にしてください。  

1. ＿＿＿＿＿＿見だし  

1). ＿＿＿＿＿＿小見だし  

(1)  

7. 利益相反 （COI）の公開 

投稿論文内容に関して、筆頭著者または連名

著者が自身の所属する機関・団体以外の企業

あるいは営利団体と、利益相反関係がある場

合に明示してください。 

＊利益相反がない場合には 「利益相反はあり

ません」、「利益相反はない」などと記し

てください。 

＊利益相反がある場合には 「本研究は○○社

（企業名など）より資金提供をうけた」、

「本検討は○○社（企業名など）と協同研

究によってなされた」、「本論文は○○社

（企業名など）より測定装置（材料など）

提供をうけた」と具体的に記してください。 

＊判断に迷う場合は、お問い合わせください。 

8. 参考文献の記載方法 

 本文中の参考文献番号は引用順とし、文中に

右肩付文字にて記載し（引用順（１））引用箇所

を表示してください。 

1)参考文献の書き方  

（1）雑誌の場合  

・著者名,共著者名,共著者名,ほか : 論文

題名, 雑誌名巻(号); 初頁-終頁,発行年.  

（2）単行本の場合  

・著者名 : 書名. 版, 出版地. 出版社. 発

行年. 初頁-終頁  

＊共著の場合は、その氏名を3人とし, 3名

以外の扱いは 「3人目の氏名, ほか: 」

と記載してください。 

9. 図表の規定（写真は図として扱う）  

1）図表に使用する文字はMS P明朝を使用し

て下さい。  

2）提出する図表は、白黒で光沢鮮明な手札（L

サイズ写真）以上の写真、または同等以上

の解像度を有したものにして下さい。  

3）図題は図の下に、表題は表の上に記載して

下さい。 
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2017 年 7 月 22 日（土）TKP 札幌カンファレ

ンスセンターにおいて、第１回 Y ボードミーテ

ィングが開催され、若手からベテランまで総勢

41 名が参加されました。 

 第１部では、北海道 Y ボード担当の池田事務

局長から「Y ボードって何？」、「今さら聞けな

い働く上での大切なこと」という内容でご講演

頂きました。Y ボードの Y は、【young:若い】の

頭文字を意味しており、今回のミーティングは、

20～30 代の今後の技士会を担う若手技士が情

報共有、発信、帰属意識の向上を図るために開

催されました。 

また、「各施設の若手の今」と題して、三施設

の演者からご発表がありました。現在の業務内

容や今の悩み、今後の展望など実体験を交え紹

介して頂きました。若手と言いながらも落ち着

いた口調で堂々と発表されている姿や、質疑応

答では皆さんが本音で質問に答えている姿がと

ても印象的でした。参加者も自身の体験として

共感できる部分や今後経験するであろう事柄と

して熱心に聴き入っているように見受けられま

した。 

さらに教育委員会の宗万委員長から「臨床研

究について」という内容でご講演頂きました。

日常から様々なことに疑問を感じて、なぜ？ど

うしてそうなったのか？という気持ちを持ち、

研究に繋げていく事が大切であるという考え方

や、論文検索の方法や論文を読む事の意味、ス

ライド作成のポイントなどすぐにでも役に立つ

内容を丁寧に教えていただきました。臨床研究

の手順についてもご紹介して頂き、若手のみな

らず、すべての年代の技士にとって有意義な内

容となっておりました。 

Y ボードミーティングの様子 

第２部では、場所を変えて情報交換会の場が

設けられました。会場には若手技士だけではな

く、各委員会の委員や理事、名誉会員が参加し

ており、年代問わず交流を深めていました。Y

ボードミーティングの目的の一つである、縦と

横のつながりを築くことが出来た良い機会にな

ったと思いました。 

ご多忙の中ご講演頂いた先生の皆様、参加さ

れた皆様にこの場をお借りして感謝申し上げま

す。             （広報 東） 

第２部の様子 

第１回 Y ボードミーティングの様子は、8 月 4

日の北海道医療新聞にも掲載されました。 

記事では、Y ボードミーティング担当である

北海道臨床工学技士会池田純幸事務局長や、参

加された方々のお話とともにその様子が紹介さ

れました。 

2017 年 8 月 4 日： 

北海道医療新聞掲載 
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危機管理委員会では、「北海道臨床工学技士会 災害対策マニュアル」の作成に取り組んでいます。今回は、検

討中の「北海道臨床工学技士会の災害時情報共有体制の原案」について紹介します。このマニュアルでは、日本透

析医会災害時情報ネットワークとの情報共有体制についても記載していますが、透析医療以外の団体や組織等との

情報共有体制についても、検討を始めたところです。 

北海道臨床工学技士会の災害時情報共有体制（原案） 

① 地域の情報共有体制構築（図 1） 

道内各地域に在籍する臨床工学技士の中から、地域ごとに「HACE

災害情報コーディネーター」を任命し、担当地域の災害時情報共有体制

の構築をすすめていきます。 

＜HACE災害情報コーディネーターの主な役割＞ 

1. 災害時における、担当地域の情報集約と発信 

2. 近隣地域間の情報共有 

3. 被災地の情報発信代行 

 （被災地で対応不能時、可能な範囲で対応） 

② 災害時の情報共有フロー 

災害時は、「災害時の情報共有フロー」（図 2）によって、情報共有を

行う体制を考えています。迅速な情報共有のツールとして、メーリングリスト

等を検討しています。これらの情報は、技士会会員のほか、関連企業や

団体、また行政へも提供できるよう、ネットワークを検討しています。 

 

道民の医療を守るために、皆様のご協力をお願い致します。 

図 2 災害時の情報共有フロー 

危機管理委員会よりお知らせ 

図 1 HACE災害情報コーディネーターによる 

地域の災害時の情報共有体制 
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   （図１：年度別正会員数の推移）         （図２：支部 地区分けの構想） 

 

平成元年に職能団体として設立した北海道臨床工学技士会は、平成１５年４月に社団法人へ、

さらに平成２２年１１月に公益社団法人へ移行しました。会員数は増加を続け、現在では１１２４名

（平成２９年９月）となりました（図１ 参照）。その分布は、石狩地方が約５８０名（札幌市内４７０名）

であり、半数以上の約６００名は全道各地で活躍されています。 

その中には、当会開催のセミナーや学会へ参加したくても、移動時間や交通費・参加費などの

理由で機会を逃した経験がある方もいらっしゃると思います。平成２８年度よりセミナーへの正会員

参加費を減額対応しましたが、それだけでは解決できていません。 

そこで、広域なセミナー事業展開と当会のさらなる発展を目的に、支部制の導入を検討していま

す。北海道を９支部に分け（図２ 参照）、支部ごとにセミナーなどを開催することで移動時間などの

問題を解決に導きたいです。また、当会の公益事業であるＡＥＤ日常点検講習の活性化や災害時

の情報共有や連携へも今まで以上に寄与できると考えています。 

 

現在、各地区からの代表者で構成している組織委員会にて「支部制に関して」協議をしていま

す。今後も技士会ニュースや各地区での勉強会等通じて、支部制に関しての説明をさせていただ

きます。会員の皆様にはご理解とご協力をいただき、今後の支部制導入に向けての情報に注目し

ていただきたいと思います。 

支部制導入に関するお知らせ ① 
北海道臨床工学技士会の会員数は、１１２４名（平成２９年９月現在）となりました。現体制のままでは、限界を

感じてきたたことから、支部制の導入を検討しています。今後は、協議事項や実際の活動内容等々の情報を 

技士会ニュースにて発信していきます。 
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支部 地区分け 

 

・ 石狩 （石狩地方） 

・ 道北 （宗谷地方・上川地方） 

・ 釧根 （釧路地方・根室地方） 

・ オホーツク （網走地方） 

・ 十勝 （十勝地方） 

・ 空知 （空知地方・留萌地方） 

・ 日胆 （胆振地方・日高地方） 

・ 後志 （後志地方） 

・ 道南 （檜山地方・渡島地方） 

（人） 

（年度） 

（人） 
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学会誌電子ジャーナル 
無料閲覧サービスのご案内 

｢北海道臨床工学技士会会誌｣に掲載された過去

の論文を電子化し株式会社メテオが提供する文献

検索サイト、メディカルオンラインで閲覧することが可

能となりました。 

 

◎2017 年度アカウントについて 

（2018 年 3 月末日まで有効） 

道臨工会員専用 ID ： 1100007199-02 
パスワード ： s24abk2r 

雑誌名  ： 北海道臨床工学技士会会誌 

雑誌 URL ： http://mol.medicalonline.jp/archive/ 

select?jo=ey2rinsy 

 

8 月 1 日（火）に行われた理事会で以下の報

告、協議がなされました。 

 

報告事項 

１．事務局（新入会、退会報告） 

２．財務報告 

３．各委員会報告 

協議事項 

議案１. 委員について 

手当について,委員会活動中の保険につい

て,委嘱期間について,活動に関する依頼状 

議案２．第 57 回日本生体医工学会大会協賛

依頼について 

議案３．北海道東北連絡協議会について 

議案４．日本臨床工学会北海道誘致について 

議案５．支部制について 

議案６．安全委員会委員増員について 

議案７．ライブオン導入について 

（WEB 会議導入について） 

議案８．後援・共催規定の見直し 

議案９．後援・共催依頼 

 

◆RMニュース◆ 
 
＜在宅酸素療法は火災に注意 

厚労省が呼び掛け＞ 
 病気のため体内に十分な酸素を取り込めない患者

が自宅で酸素を吸入する「在宅酸素療法」の最中に

火災が相次いでいるとして、厚生労働省が注意を呼

び掛けている。 

 この療法は、呼吸機能の低下により不足する血液

中の酸素を、高濃度の酸素を吸うことで補うのが目

的で、息苦しさも改善される。高度慢性呼吸不全や

慢性心不全の一部、肺高血圧症などの患者が、医

師の判断、指示の下で利用する。 

 日本産業・医療ガス協会（東京）によると、国内の

在宅酸素療法の患者は推定で１６万～１７万人。 

 ただ、酸素は物を燃えやすくする性質があり、酸素

吸入中に近くに火気があると酸素チューブや患者の

着衣に引火する危険性がある。 

 協会が在宅酸素療法との関係が否定できない火

災を集計したところ、２００３年１２月から今年５月まで

に計６６件発生し、６３人が死亡したことが分かった。

うち、今年だけで大阪、愛知、熊本の３府県で計４人

が亡くなっている。酸素吸入中の出火原因の４３％

が喫煙で、ストーブや調理用こんろの使用、線香な

どにも注意が必要だ。 

 厚労省が注意喚起のために作製、公表したリーフ

レットは、この療法に使う装置の添付文書、取扱説

明書などには「火気を近づけないこと」と明記されて

いるとして、治療中の患者は禁煙を守るなど周囲２メ

ートル以内に火気を置かないよう要請。 

 一方、使用される酸素濃縮装置や酸素ボンベは正

しい取り扱いを守れば安全であるため、周囲の人が

そうしたことを理解して患者に接するよう求めている。 

2017 年 8 月 8 日(火) 配信：共同通信社 

 

＜使い捨ての医療機器、洗って再使用＞ 
 

 兵庫県の病院は２９日、厚生労働省の通知で手術

後に廃棄するよう定められている医療機器を、洗浄

して患者１３０人に再使用していたと発表した。同病

院によると、感染症など患者の健康被害は確認され

ていないが、手術後１年間は経過観察を行うという。 

 この機器は、骨に穴を空けるドリルの先端に取り付

ける金属製器具４種類。昨年１２月から今年７月末に

かけ、医療機器の洗浄を担当する複数の看護師が

事前協議をせずに、手術で１度使った器具を洗浄、

滅菌し、整形外科と脳神経外科で１３５回の手術に

再使用していた。 

 ７月中旬に厚労省から西宮市保健所に情報提供

があり、８月１日、同保健所と近畿厚生局が立ち入り

検査。その後、同病院を文書で是正指導した。 

 病院によると、看護師らは「厚労省の通知は知って

いたが、滅菌して安全性が担保されていれば再使

用しても問題ないと思っていた」と説明。同病院は看

護師らの処分を検討する。 

2017 年 8 月 30 日(水) 配信：神戸新聞 
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北海道医療技術者団体連絡協議会パネル展 
（「チ･カ･ホ」パネル展） 

去る平成 29 年 8 月 26 日（土）、札幌市地下歩行

空間におきまして北海道医療技術者団体連絡協議

会パネル展が開催されました。これは北海道医療

技術者連絡協議会が主催し、医師や看護師以外

の医療技術者団体を道民に対して広くアピールす

る場として毎年開催されています。 

今年のパネル展は北海道理学療法士会が幹事

を務め、パネルの設営、撤収、足を止めて下さった

方への対応などを各団体と協力して行っていまし

た。 

開催当日は雨のぱらつくあいにくの天気で、雨を

避けようと「チ・カ・ホ」の人通りも多く、足を止めてく

れた方も昨年より増えており、医療における各職種

の役割や業務内容などをアピールする、良い機会

となりました。 

北海道臨床工学技士会の展示場所は、北海道

歯科技工士会や北海道歯科衛生士会と隣接して

いて応接ブースも共有していたため、それぞれの専

門分野への質問に協力してあたりました。 

歩行者への説明にあたる奥山広報委員長 パネルの前で対応にあたる中谷公益委員長 

特に「私、ペースメーカーが入っているの」と切り

出しブースへ入ってきた女性は、「外来でペースメ

ーカーを診てくれたり、心臓カテーテル検査の時に

声をかけてくれた技士さんが臨床工学技士さんだっ

たのね」と嬉しそうに話してくれました。また、ペース

メーカーの説明で「歯医者さんに行ったら必ずペー

スメーカーが入ってる事を伝えてね、と言われたけ

どどうして？」と質問された際には我々と一緒に歯

科技工士、歯科衛生士の方も説明に加わり、「だか

ら歯石とりのときに機械を使わずに手で一生懸命や

ってくれていたのね」と日頃の疑問を解決してくれ

たようでした。 

その他にも「もっと早く知っていたら息子に薦めて

たのに」、「どんな学校に行ったらなれるの？」、「こ

れは資格がないとやっちゃダメなのかい？」など、

興味を示してくれる方が何人かいらっしゃいました。 

昨年に引き続き対応した、村谷公益副委員長は

「パネルの約半分を壁に展示する事でよりコンパクト

なパネル展示となっておりました。昨年よりも展示ス

ペースが狭くなり通路側に出ないようにとの事でし

たが、それなりに興味のある方々が観覧し説明をさ

せて頂きました。」と振り返ります。 

今年のパネル展では、昨年に比べ興味を示して

くれる方が多く、臨床工学技士をはじめとする医療

技術職について他団体と協力してアピールでき、認

知度を上げることができる非常に意義のあるものだ

ったと思われました。 

（広報担当理事 木村） 
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重要!! 財務委員会からのお知らせ 
平成 29 年度年会費（4 回目）自動口座振替日の連絡とお願い 
 

平成 29 年 11 月 27 日（月）に本年度最後となる年会費自動口座振替をおこないます。今回の対象

者は、平成 29 年 7 月以降に新入会手続きをおこない自動振替の手続きが完了している正会員になり

ます。 

会員の皆様におかれましては、登録口座の内容に変更がないかどうか、また残高が十分かどうかな

どを事前にご確認頂くようお願いいたします。なお、登録の自動振替口座の変更がある場合や諸事情

により当会を退会する予定の会員は至急事務局にご連絡ください。 

 

お問い合わせ先 

技士会ホームページ「お問い合わせ」→「技士会事務局へのお問い合わせ」よりご連絡ください。 

 
下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 
****************************************** 

2017 年 10 月 8 日（日）・9 日（祝） 

「第 43 回日本体外循環技術医学会 
学術大会 in 札幌」 

会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.c-linkage.co.jp/jasect2017/ 

****************************************** 

2017 年 10 月 14 日（土）・15 日（日） 

「第 4 回北海道・東北臨床工学会」 

会場 東北文化学園大学 

http://ce-miya4.umin.jp/ 

****************************************** 

2017年10月29日（日），12月3日（日） 

「第 9回血液浄化 StepUpビデオセミナー」 

函館会場 10 月 29 日:函館五稜郭病院 会議室 

室蘭会場 12 月 3 日:日鋼記念病院 講堂 

http://www.jyouka.com/ 

****************************************** 

 

****************************************** 

2017 年 10 月 29 日（日） 

「第 12 回医療安全セミナー 

内視鏡業務の安全管理」 

会場 ＫＫＲ札幌医療センター 

http://plaza.umin.ac.jp/~HCEA/info_study/2

017/12th_safety.html 

****************************************** 

2017 年 11 月 24 日（金） 

「医療ガス安全講習会」 
会場 エア・ウォーター株式会社 

菊水研修センター 

http://plaza.umin.ac.jp/~HCEA/files/pdf/h29

files/gas_anzen_air_water.pdf 

****************************************** 

その他開催予定のセミナー 

 詳細が決まり次第、北海道臨床工学技士会 

ホームページに掲載致します。 
 

2017 年 11 月 11 日（土） 

「アフェレシス血液浄化技術セミナー2017」 

会場 札幌北楡病院 
 

2017 年 11 月 26 日（日） 

「第 18 回北海道透析技術談話会」 

会場 北海道大学学術交流会館 

****************************************** 
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広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 


